
二方ヶ凍苦戦場犀ヶ産

■開館時間/900～ 1フ:00
■休 館 曰/毎週月曜日

〈月曜日が祝日の場合は翌日)
i2月 29日～]月 3日

口観 覧 料/無料

■還鉄バス浜松駅前′ヽスターミナル

0番ボール発の全でのパス「浜松北高」下車
0番ボール発の全てのバス「さいが崖J下車

お問い合わせ
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文螂林″皐ヶ差」
え進3■ 12月 22日 (1573′ 2′ 4)、「ニオヶ■のЩい」で,丈 の式田
信′に人,tし た■〃I家えは、今からがら■●人にヽげ■みました。
宋たは、■めヽすように見せかけて、なんとか式口,の 友攻
めを兒れました。そのた、家栞はどうにか―矢を無いようと4
ヶだ
`く
でえ普する式口

「
を急襲しました。,C理に不案内な式

●■は滉tし 、たに■落して多くの屁
=を
出しました

f分受場
二>//

ヽ■|"■ ト

4ヶ たは浜松ムの,しⅢl′,1キ ロメー トルにある
晰建で、ニォヶ源す■

',と
して,3イ。14年(199年 )に 、

着口,の 文ホにおたきllて お0ま す

え跡の■力ι(∞・r3月 几r● )は、長さ′ll16メー トル・

福′う29メ ー トル～34メ ート′ル・ボさ′113メ ー トル

です しかし、当1サ の■の人きさやボさははっさ
うと

'か
0ま せん

このよ,こ 図は、た″ l・ イヽ十
'い

の単保えキ(1716)
に記きまたもので、工l.Nス と犀ヶliの ●こ円

`やZの形上、人きさが,か 0ま す「ニォヶ月の載いJ
当■の2の ボさは二十日(CIlメ ー トル)4● と記され
ています
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手ヶ産資料館

"'11贅
ド|"は  11″ ,“ i′ 刈ヽ Jヽ{=よ る死との立を設つった十

111[と tヽうI・ 11で した  また I′|1511(193()11)|=“ Iサ代さ′■た 1辻 ,1人
を仏団Jの 本‖

`と

しても ながく|||さ れてきました
工松liは  1″ 利47110,72113 =,士川たOII、を,1形 1ヽ俗文化1オ に柿
tするとともに 111隔 71■ 1,o21つ

=ま
 このな物を贅;|“ としてJ々

|夕 し ■力1人を

“

、及び i″ ,|:の

“

いヽに川する贅;|を■示することに

しました

この資ll“ は ,「に,わ る●lt迪 たを
'11に

'ヽ

していくことを1

的としています

ある oⅢ叶)●桁の故 11は 安.説なり ■の咄 =I)を張り F,こ う||に lt
lサ を多くⅢき

'「

11の ようにr.せかけ 武 の騎ルはが11の 1に 乗り入れ
ようとしたところ 次々に1:ド にⅢ″させ(“‖

`)1と

あります

■1日 lll ll起 |1 軌 政11年 (1,99)|の 1では次のように,に してい
まヽ  (J]ι rヽ k)

11,11ま 名
'ヽ

にあり 城の,FI六 [子ばかり ルヽリIの

“

,“なり 長
さは約 lⅢ Ⅲ ll約 :1歩余 り,本がIJヽ itリ  ハ1の 1は ||く て汗き|よ

'1・

1かつかな1 占との話によると な力 1,(lt力´!し い11 Fi,|と い
う1■■1て  その●l力 iみそ■●=と なる 晟にに,|か けと,iう (“蜂):と
あります

Ⅲll■ ,」  1:は311(1712))に よると 11111降 り殊史颯口,烈 し
く1lI]0す る夜 人 :々まこの■を

'111し

IFし い餃 rに て,さ :つ 知れず

さいと:う 11か此処から出て
'"に

入る そのllが この|:に なった さオι
とこ
`,,1を

,Lう |=,1た 人は口なtヽ  J と,せ さオ1て 1ヽ ま,

1111の .1無 「Jし 1,カ マイタチJJの 11で は 「(17略 )● でも‖1木
tl:iと した沐い件で l・lの Lか らのでくと 谷

`ヽ

にはいつも仕かな洲ま

り水が蓄ち11をひたしていた ここま ′̈ |に カマイケ子が11る という
ので,f力 ら

"れ

らオ1ていた カマイタチのいを
'せ

たものはない (後‖

`)Jと述べています

Ⅲll衛 |の 川辺 =ま
ニオヶ原のIヽいにいわれのあるril“ があつます

家Jtの

'代
わりとなってilち

'`に
した

' rillの "や
 メ,(し んが0)を

,4め 1lltな ilち
'[に
した本多.1彙の,1か  げヶl:を Иltす るように,4

と立ちつくしています

犀ヶ産伝説
1方 ,ち :のす吐いの|1 征

"Ⅲ

r`4114iの橋をか すて この岸に武‖
■を進い

“

としたというル|'1が ●に41ま れ それが lil・ という地名の
J来にしなりました
このような

"|し

1は 11"|(ツ 沢ヽ世)|し泉 ,(1¬ ||)′ メ |(ll l11,
|‖tl)な どに伝えらオιています

また 「,士 ,「 li助,文 1松 J Iヴ 1311(1803)("J(ヽ t)`ま [(11』
`),兵松のlr■ 1「 ],L哺て名彙‖∫ その‖∫家のⅢに11が ある Iは沐か ,

たが 近水「,々 :ヽ くなり,は ,午 さ,t 六Il kさ :‖ f余  帖八ri余 で

本多忠真の顕彰碑

本多忠真は徳川四天二の一人

本多思勝の叔父にあたる武l.r.

三方ケ原で大敗した徳川軍の

撤退に際し 殿 (しんがり)隊

を買つて出た忠勝稼の中にあ

つて 武田勢の中に刀一本で

斬り込み 39歳をもってこの

地で討死した.
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施主の依頼を受けて

家までの案内をする

|  .最

蹟籠″  「ひんどろうJとユ うヽ
三ッ薬葵の餃付き羽織
を着て 組を誘導する

武将の旗指物をかた

とつたもので 組の標

識としている

211の

'1を

並べて 布を錮かく切つて東ねた糧本でIIつと  6穴 の価笛で 笛の音
そnぞれの音が調細して独自の音を発する         に合わせて行進 施主

の球へ入場する



夏目吉信の顕彰碑

三方ヶ原の戦いて討死した武将のうち も

っとも知られているのが重日次郎左衛門

吉信である 彼は敗走中の家康の身代わ

りとなり「我こそま家康なり」といつて

犀ケ崖付近て・Lt田勢の前に立ちふさがり

討死した。

大念仏回向

逮
"1大

念仏保存会が結成されるまでは「浜|_大念
仏J「犀ヶ崖念仏Jとも呼ばれていた.

4り‖大合仏

|・L川 1大な″、||ま 地州11し なのJl 11:能 の一つで ,′卜を迎えた家
から

"tllさ

れますと その家をi方れてt先で人を,が イiわれます 人
を世の ]体 |ま  `すその末の F前 で摯列を lヽみ  卜の●のように t
ヤr“千との頭たの11● をた頭にして 市 大■ 11の

“

に合わせて行

,Lし ます 商 人,々  鉦 歌い■ そのは力もろもろの役を合めると
割人をlJす Jllと なります

人をに、の 行力t″ ,′tの こ先に入ると 人鼓を1しいにして その後方
に女itを 置いて ,I'I取 りに0わせてを17、や欧lt(う たまくら)を 1漁
します そして 人,々をり:ま しく●liる よう〔〔して,∫ ち

`,ら

し ll`ヤの

家′,'ヽ たを

'iヽ

ます

i「 ]|`ヽのも ,と も絆んな||に は `,280の ||々 で人●lrか ,iわ れ

ていました

■71 約,|の lヵ→士‖怯 念″、保
`|`=に

'「

“

し■lJし ています

なん r,Iで は ′,117 15 :=:″ ヶ,'^“ tのクιとの■:を■め
るため 述川人を,ガ

`iわ

れています

犀ヶ産のたたり

| :″ ′ち:′〕|ヽぃJ σ)|:々 nilliょ
`, (え
史けになると|:ヶ ′il′ )′ ,1くカ

ら人や1,の うめき声が,,こ え 1寸 jFrでF我人が測 1し たリ イナゴの人

`lが

,11し て曼作llに ■をつえた0し たため 人々まこれ ま
",Ⅲ
の|ヽ

死との たたりJと′諄れられるようになりました

そこてべ|[ま   :`」力らI"(り ょうでん)と |ヽ うmllを まね |ヽで  ∫
ljが し し

`々

 鉦と人ルを11ら して供■したところ 「たたり=は
"はったと′:わオ1て てヽまう

以■徳川家||は  ,"′の,k11羽繊を11る ことを,「 し を″、11り を
'励しました そして 了

"の
イ1を 1:いだlJJ(そ うえん)が さらに

`i枚

に

劣めたため ,生州各lLで大な″、か盛んに

`iわ

れるようになりました

大島蓼大の旬碑

「岩角に兜くだけて槽かなJ

大日鬱太 ま 江戸時代中期

の俳人で 天明の五俳人の

一人といわれた人.全国を

llmする途中 浜松 .‐8つた.

句碑の後方にま椿の本か植

えられていて 句を詠んだ情

景を偲8ヽことができる.

lilitti mi魂 :量 ]営
『
]1桑薄」い」ゝ』l,』 いゝ』ゝ鳳早‖

::ギ∫聖1=祠 :査  餞 そらえて̈ い̈    郵し.I

●参考文献
神谷 昌蓄 浜松古跡図絵 臓 松歴史散歩J他

f言茂讐il…
名古屋市蓮左文庫 [連州洟松城図J
その他道●l大 念仏保存会の音1=よりご教示をいただきました
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(3日 子がある                       道■行進の秩序を整える
  ,1

`て
主として笛と共に行進の時に打ち鴫らす                        :


